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国際ロータリー第2730地区目標

クラブの活性化に努めよう

Be a Gift to the World Rotary Serving Humanity

ロータリー親睦活動月間

6月号
2020.6.1 No.12

2015-2016 2016-2017

世界へのプレゼントになろう 人類に奉仕するロータリー

RI会長：K.R.ラビンドラン（スリランカ）
国際大会開催地：ソウル

地区ガバナー：野中玄雄（延岡東ＲＣ）

RI会長：ジョン・ジャーム（アメリカ）
国際大会開催地：アトランタ 

地区ガバナー：大重勝弘（指宿ＲＣ）
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ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎とし
て奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
具体的には、次の各項を奨励することにある。

第１　�知り合いを広めることによって奉
仕の機会とすること。

第２　�職業上の高い論理基準を保ち、役
立つ仕事はすべて価値あるものと
認識し、社会に奉仕する機会とし
てロータリアン各自の職業を高潔
なものにすること。

第３　�ロータリアン一人一人が、個人と
して、また事業および社会生活に
おいて、日々、奉仕の理念を実施
すること。

第４　�奉仕の理念で結ばれた職業人が、
世界的ネットワークを通じて、国
際理解、親善、平和を推進すること。

四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか
２．みんなに公平か
３．好意と友情を深めるか
４．みんなのためになるかどうか

ROTARY CONNECTS THE WORLD
2019-2020 国際ロータリーテーマ

ロータリー特別月間� Special Month in Rotary

　クラブだけでなく、ロータリアン一人ひとりが、ロータリーの活動に参加するよう強調するため、国際ロー

タリー（RI）理事会が指定した月間のことでなお９月、10 月には日本独自の月間テーマが設定されています。
8 月 会員増強・新クラブ結成推進月間 1 月 職業奉仕月間
9 月 基本的教育と識字率向上月間／ロータリーの友月間 2 月 平和と紛争予防／紛争解決月間

10 月 経済と地域社会の発展月間／米山月間 3 月 水と衛生月間
11 月 ロータリー財団月間 4 月 母子の健康月間
12 月 疾病予防と治療月間 5 月 青少年奉仕月間

6 月 ロータリー親睦活動月間

本クラブの目的は、『ロータリーの目的』の達成を目指し、五
大奉仕部門に基づいて、成果あふれる奉仕プロジェクトを実
施し、会員増強を通じてロータリーの発展に寄与し、ロータ
リー財団を支援し、クラブレベルを超えたリーダーを育成す
ることである。
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ガバナー挨拶

ガバナー挨拶

2019 〜 2020 年度　国際ロータリー第 2730 地区

ガバナー　喜島 健一郎

2730 地区　会員の皆様
コロナを恐れるな !!

されど全力で用心しよう !!!!!
「頑張れ　ROTARY!!」

　私がガバナーを務めさせていただく最後の月が訪れました。昨年 7 月から「ロータリーは世界
を繋ぐ」という RI のテーマと「クラブの活性化に努めよう」という地区のテーマに対し、多くの
皆様方にご支援を頂きましたことに対し心から御礼を申し上げます。

　来月からは風呂井ガバナーと共に、新しい次年度の RI テーマと地区テーマに沿ってスタートし
ます。年度がかわっても「ロータリーの心と原点を大切にしよう」という言葉に沿い、我々は努
力を続けていく必要があります。
　コロナウイルスの脅威はいまなお多くの人々の不安となり、経済を圧迫しています。立場の違
いで多くの意見が分かれることになるでしょう。しかし、我々は批判することだけでなく、前に
進まなければいけません。このような時だからこそ、ロータリーの目的を再度考え直してみましょ
う。
　　
＜ロータリーの目的＞
第１：知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること
第２：�高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕する機会と

してロータリアン各自の職業を高潔なものとすること
第３：�ロータリアン一人一人が個人として、また事業及び社会生活において日々奉仕の理念を実

践すること
第４：�奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を

推進すること

　今回 2730 地区では、宮崎・鹿児島両県に 10000 個ずつ、フェイスシールドを医師会・歯科医
師会に寄贈させていただきました。これは、第 2760 地区名古屋の伊藤ガバナーが発起人となり、
全地区挙げてのプロジェクトとなりました。国や県の職員の方々だけでなく、医療の現場最前線
で感染のリスクを抱えながら頑張ってくれている医師・歯科医師の皆さんがいます。その方々の
身を守るためにも物資調達が必須と考え、コロナウイルスがニュースになり始めたころから動き
始め、フェイスシールドの優先手配の準備を整えてくれたのが伊藤ガバナーでした。

　フェイスシールド寄贈の迅速な手配ができたことは、知り合いが広がることで達成できたこと
であり、その結果、奉仕の理念を持った職業人たちが高い倫理基準を保ち、世界中のネットワー
クを通じて活動を行ったことで危機管理の共有ができたことにつながったのだと思っております。
　また、フェイスシールドプロジェクトだけでなく、青少年委員会では、台湾から青少年の留学
生の方々にマスクが届きました。様々なところでロータリアン各々の活動による支援の輪が広がっ
ていることを実に感じた 1 か月でありました。

　今年度の皆様の努力に感謝申し上げますとともに、次年度の活動に対しましても、ご理解・ご
協力の程、心よりお願い申し上げます。
　1 年間、ありがとうございました。
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ロータリー・ディ報告書

国際ロータリー第 2730 地区鹿児島県北部グループ
2019 ～ 2020 年度ロータリー・ディ報告書

国際ロータリー第 2730 地区
鹿児島県北部グループ

ガバナー補佐　横山 良一

　今年度の鹿児島県北部グループのロータリー・ディは、串木野ロータリークラブを主催とし、

2020 年 2 月 16 日（日）ホテルアクシアくしきので「教育講演会」を開催しました。いちき

串木野市長、教育長をはじめガバナー、パストガバナーの出席をいただき、一般 70 名、ロー

タリアン 65 名、計 135 名の参加で開催されました。

　講師は琉球大学教育学部教授韓昌完（ハン・チャンワン）氏と同大学専任講師小原愛子氏

のお二人をお迎えし、『多様な個人のニーズや特性を的確に把握し〝未来につながる教育〟を

提供するために』を演題にご講演いただきました。

　韓教授は 15 年間の調査研究をもとに「包括的教育を必要とする子」を定義し、教育現場で「気

になる子」や「発達障害」という言葉のひとり歩きで広がる間違った認識を正すべく、2015

年に「ＩＮ−Ｃｈｉｌｄプロジェクト」を立ち上げ研究成果をひろげるため国内外で広く活

動されています。又、小原博士は東北大学大学院医学系研究科【医博（障）】の博士課程を修

了し、特別支援学校教諭専修免許に加え幼稚園教諭、小学校教諭一種免許を保有し、子ども

の教育に関する分野が専門領域で活動されています。（現在お二人は下関市立大学へ移籍され

ました）

　講演内容は、乳幼児、小中学生、高校・社会人、それぞれの年代の「多様な個人のニーズ」

とは何か、3 つのプロジェクトについて話されました。

・ＣＲＡＹＯＮプロジェクト（乳幼児）

　乳幼児の子育てに関るすべての人のニーズに応えることで子育てを応援します。子供は様々

な可能性を秘め子供の概念形成の観点から得意な自己表現を見つけて、その才能を伸ばすた

めに大人のかかわり方を〝見える化〟することで子どもに関るすべての子育てのお手伝いを

したいと思いで始まりました。

・ＩＮ−Ｃｈｉｌｄプロジェクト（小中学生）

　ＩＮ−Ｃｈｉｌｄとは、発達の遅れ、知的な遅れ又はそれらによらない身体面、情緒面のニー

ズ、家庭環境などを要因とし、専門家を含めたチームによる包括的教育を必要と子で、「障害」
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ロータリー・ディ報告書

というカテゴリーではなく、「子どもの教育的ニーズ」という観点から、子どもを観察し、そ

の子どもに今必要な教育的な対応を行おうとすることです。

・Ｃ 3 プロジェクト（高校・社会人）

　自分の特徴（自己理解）、相手の特徴（他者理解）を理解することで、その人に合った言葉

のかけ方や対応を考えることができ、その人のニーズに合った環境づくりをすることへとつ

ながり、組織の中でお互いの強みと弱みを活かしながら組織として完璧な存在となり、目標

を達成することが良いマネジメントである。人間一人で完璧にこなすというのは難しいため、

それぞれの強みを活かし、弱みを補うことで良い組織になる。

　講演終了後の質疑応答も多数あり講師の先生方が共に適格な応答をされ、有意義な時間を

過ごすことができました。我々一般の考え方と違い、永年の研究に裏付けられた講演内容が

多く、奥深いものを多いに感じるところでした。

　本来ならば地域環境問題がロータリー・ディのテーマだったのですが、北部グループで協

議を重ねて串木野ロータリークラブが取り組んでいた教育問題の講演会に共催という形で参

画することとなりました。チラシ、パンフレット及び会場でのパネル展示等でロータリーの

あらまし、ポリオプラスの取組み等広報もすることができました。また、当日ポリオ募金を

はじめ、韓教授が執筆された「その子、発達障害ではありません　ＩＮ−Ｃｈｉｌｄの奇跡」

を販売し、益金をポリオとロータリー財団に寄付することが出来ました。

　主催の串木野ロータリークラブ会長及び会員の皆様に感謝する次第です。
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鹿屋西 RC・コロナウイルス蔓延防止対策

鹿屋西ロータリークラブ

　2019 ～ 2020 年度地区補助金は鹿屋市教育委員会後援、南日本カルチャーセンターのご協力を
頂き鹿屋市内の中学生 2 年生を対象に広く公募し 3 名をアカデミックホームステイプログラムに
則りアメリカ留学を体験して頂く計画をたて地区補助金申請を致しました。2730 地区では補助金
承認了承を頂いていた所でしたが、残念ながら今回の新型コロナウイルス蔓延により実施が非常
に難しい状況と成っており苦慮致しておりました。
　そんな折り 2730 地区補助金委員長　井岡 松司　様からご連絡を頂き、本年に限り地区補助金
をコロナウイルス対策に変更しても良いとの情報を頂きました。地区補助金委員長より国際ロー
タリー事務局　財務室の了承も取って頂き早速、事業内容をコロナウイルス対策に変更させて頂
きました。
　日々、コロナウイルス感染者の増大がマスコミ等で報道され、マスクや各種医療用品の品不足
が言われており試案していた時、当クラブでホームセンターを経営されている会員よりマスク 2
万枚入手可能の連絡を頂き早速、鹿屋市へ寄贈する事を理事会にて決定して頂きました。
　まだまだ見えないコロナウイルス蔓延防止の為、タイムリーにマスク 2 万枚を鹿屋市に寄贈出来、
また、贈呈式では中西鹿屋市長から感謝の言葉を頂きマスコミ各社の取材を受けるなど鹿屋西ロー
タリークラブ認知度向上にも役立ったのではと思います。

　最後に今回の補助金手続きにご協力頂きました 2730 地区補助金委員長　井岡 松司　様、快く
キャンセル対応して頂きました南日本カルチャーセンターの福島様、鹿屋市への寄贈の段取りを
して頂きました鹿屋市商工振興課　吉岡課長様ありがとうございました。

　これ以上コロナウイルスが蔓延しない様に祈っています。

「鹿屋西ロータリークラブ・コロナウイルス蔓延防止対策
としてマスク2万枚鹿屋市に贈呈」
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新島へいこう！謎解きクルーズ

鹿児島東南ロータリークラブ　会長　野井倉洋豪

親子桜島・ジオパーク研修会
2019 年 11月16日（土）
大人15名　子供 16名

　鹿児島の歴史は火山なしでは語れず理解できないと考えています。今後鹿児島を担っていく子
供達に鹿児島の良さを理解し、子供達が自ら能動的に学び、課題を見つけること。その方法とし
て今回の事業鹿児島錦江湾クルージングツアーを計画しました。
　また、親子で巡ることにより疑問や課題に向き合い話し合うことで親子の絆を更に深めること
も目的とした事業です。
　鹿児島市の近くにある新島（2019 年 7 月まで無人島）を知らない人が多いですが、新島は 240
年前にマグマの貫入により隆起してできた新しい島です。
　鹿児島大学名誉教授大木公彦先生の「新島の宝」の解説に沿って新島を歩き、見たり、触ったり、
探したりと五感で体験してもらいました。
　参加した子供たちは、大木先生へたくさんの質問を行い自分なりに納得していた様子もみられ
ました。
　最後に行いました「さくらじまいろ」絵具での思い出スケッチでは自分で感じたモノを真剣に
描き、アンケート結果も大変好評でした。
　当初は 2019 年 10 月 13 日（日）に予定していましたが、
天候不良のため同年 11 月 16 日（土）へ変更となりました
が無事終了することができました。
　次年度は姶良カルデラバスツアーを予定しています。

新島へいこう！謎解きクルーズ
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ドロップボックスの使い方

．国際ロータリー第 地区ホームページを開く

． 共有ファイルをクリックする

．パスワードを入力する
↓

ｑ

続行 をクリックする

ｑ

ドロップボックスの使い方
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ドロップボックスの使い方

．風呂井 事務所をクリック
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ドロップボックスの使い方

．クリックする。

． ▶ をクリックし、映像を視聴する
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米山記念奨学金　2019-2020 年度 4月の寄附金傾向

米山記念奨学金4月の寄付金傾向
4月分合計額	 36,575,208円 	
　　　累計額	 1,192,135,227円	  （前年同期比4,920万円減）

参考　前年度 4 月分合計額：40,907,148 円　累計額：1,241,379,299 円

普通寄付金

4月当月� 5,102,000円
4月末累計� 411,710,843円
	 （前年度比� 1.81%減）
	 （　 〃 � 760 万円減）
	 （予算達成率� 98.0%）

　普通寄付金下期分は1,994クラブ（89%）か
ら納入されました。（昨年度は 2,076 クラブ）
新型コロナウイルスの影響はまだまだ続いてい
るものの、若干ピークは過ぎたように感じられ
ます。あと年度末まで 1カ月半ほどになりまし
た。このような状況ではありますが、引き続き
今後ともよろしくお願い申し上げます。

★普通寄付金納入状況・上期分�（納入数 /クラブ数）

地区 納入数 /
クラブ数

納入
割合 地区 納入数 /

クラブ数
納入
割合

2500 52/67 78% 2770 69/74 93%

2510 55/70 79% 2780 61/68 90%

2520 55/78 71% 2790 72/82 88%

2530 54/65 83% 2820 47/56 84%

2540 33/42 79% 2840 44/45 98%

2550 37/49 76% 2630 67/75 89%

2560 51/56 91% 2640 59/68 87%

2800 43/49 88% 2650 91/96 95%

2830 36/41 88% 2660 72/80 90%

2570 49/50 98% 2670 67/74 91%

2580 65/70 93% 2680 66/71 93%

2590 51/55 93% 2690 完納 100%

2600 46/54 85% 2700 59/61 97%

2610 58/64 91% 2710 70/73 96%

2620 69/79 87% 2720 64/75 85%

2750 83/89 93% 2730 54/67 81%

2760 82/85 96% 2740 47/56 84%

合計：納入数1,994RC
地区ロータリークラブ数　2,250RC

普通寄付納入実績 4月 30日現在、当会入金分

特別寄付金

4月当月　　�  31,473,208円
4月末累計　�  780,424,384円
	 （前年度比� -5.07%減）
	 （　 〃� 4,160 万円減）
	 （予算達成率� 82.1%）

　4月末累計額は前年同
期比5.07%減、約4,160
万円の減少となりまし
た。4月 7日「緊急事態

宣言」が発令されましたが、本日5月 14日 39
県に対して解除されることが決定しました。こ
の解除をきっかけとして少しでも寄附状況が好
転することを願うばかりです。厳しい事態では
ありますが、ロータリアンの皆様には今後とも
米山奨学事業をご支援くださいませ。よろしく
お願いいたします。
　全国ロータリー会員及び関係者の皆様のご健
康を心よりお祈り申し上げます。

☆創立記念寄付� 　　　　　　（単位：万円）
地区 クラブ名 金額
D2600 長野北東 15

☆高額寄付者（一度に100万円以上の寄付）
Ｄ2660　大阪ＲＣ　吉川邦英氏　100万円
� 　累計 163万円
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ハイライトよねやま

�.   第４代よねやま親善大使が決定！
「第 4 代よねやま親善大使」には 26 人の学友から応募があり、広報委員会、常務理事会にて厳

正なる選考の結果、下記 3 人の方に決定しました。任期は 2020 年 7 月から 2年間で、日本全国で

ロータリー米山記念奨学事業をＰＲします。地区行事でのスピーカーとしてぜひお声掛けくださ

い。親善大使に関するご連絡は当会事務局広報担当まで。 

   

カレン・ジュリア・ウォーターズ 
（オーストラリア/1992-94/京都南ＲＣ） 
(株)Global Waters 代表取締役社

長、Burleigh Heads RC（第 9640

地区）会員。自らの事業では、日

本の子どもたちへの国際理解教

育と奉仕の心を育てることに尽

力。2019 年度より第 2650 地区米

山学友会会長。 

アドゥアヨム・アヘゴ，アクエテビ 
（トーゴ/2014-15/新発⽥城南ＲＣ） 
(株)ドリーム・ジーピー 研究員。ア

フリカで不足する義肢装具の開発

研究に尽力。日本の義肢中古部

品を活用した義肢をアフリカに提

供する活動も。自ら手がけた義肢

で東京パラリンピックにトーゴの選

手を出場させる夢が進行中。 

李 昱昊（リ イッコウ） 
（中国/2016-17/東京銀座ＲＣ） 
法律事務所にて国際法務に従事

し、海外に進出する日本企業をサ

ポートする一方、日中交流団体代

表として両国の若者の交流促進に

尽力。2018-20 年度第 2750 地区

米山学友会副会長、2019-20 年

度東京西 RAC 会長。 

�.� オンラインで奨学⽣と交流！―東京米山友愛 RC―
新型コロナウイルスの感

染拡大により、今年のゴー

ルデンウィークは“Stay 

Home”の呼びかけのもと、

オンラインでの交流が奨励

されました。4 月から新し

い米山奨学生を迎えた世話

クラブからも、奨学生との交流にオンラインを

活用した事例を報告いただきました。 

日本在住の米山学友を中心に設立され、今年

創立 10 周年を迎えた東京米山友愛ＲＣ（第

2750 地区）では、5月 3 日に新規米山奨学生の

張準好さんを迎え、オンライン会議ツール

Zoom を使って、クラブで奨学生へのオリエン

テーションを実施。当日は、

張さんのカウンセラーで米山

学友の朴貞子さん、クラブ支

援奨学生の賈悦さんとカウン

セラーのブリッタ・ズルツさ

ん、同クラブでお世話した学

友の韓瑜さんと李桐さんも参

加し、米山記念奨学事業についての説明や自己

紹介・近況報告、「オンライン飲み会」で、終

始笑いの絶えない時間を満喫しました。朴さん

によると、同クラブの 4 月 29 日のオンライン

例会には、現役奨学生の張さん、賈さんと共

に、以前クラブでお世話した米山学友もウズベ

キスタンから参加してくれたそうです。 

Vol.242 

2020 年5月14日 
発 行 
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�� 寄付⾦速報 ― 減少幅広がる ―
4 月までの寄付金は前年同期と比べて 4.0％

減（普通寄付金:1.8％減、特別寄付金:5.1％

減）、約 4,900 万円の減少となりました。今後

の見通しがなかなかつかないこともあり、先月

同期比に比べ、より減少幅が広がりました。厳

しい状況下にも関わらずご寄付をいただいた皆

さまへ、厚く御礼申し上げます。これからも新

型コロナウイルスとの闘いは続きそうです。引

き続き米山記念奨学事業をご支援下さいますよ

うよろしくお願い申し上げます。

�� 学友によるマスク支援続々
ここ数日、全国的なマスク不足が解消されつ

つあるという報道を目にするようになりました

が、これまでに多くの米山学友が続々と、母校

やロータリークラブへ“恩返しのマスク”を寄

贈しています。 

 

神戸大学へ 大学附属病院などでマスクが不足

しているとの声を受け、神戸大学留学生西日本

同窓会の会長をつとめる米山学友・陳林さん

（中国/2003-05/芦屋 RC）ら元中国留学生が 4

月 21 日、大学に 2万 5,000 枚のマスクを寄

贈。 

慶應義塾大学と世話クラブへ 中国・上海の元

留学生ら 22 人と、上海三田会・旧友会会員 78

人からの寄付金などにより、中国でマスク 6万

枚を調達し、4 月中に大学へ届けました。その

一人である米山学友、肖慧潔さん（2008-09、

現在：東京米山ロータリーＥクラブ会員）は、

奨学生時代の世話クラブ・東京白金ＲＣや、既

にクラブを退会したカウンセラーにもマスクを

送付。同クラブで

は希望する会員・

現米山奨学生・交

換留学生（候補）

に配布したほか、

約 1,000 枚を地元の医療機関へ寄贈する予定で

す。林観照会長は「今回、思いがけず昔の米山

学友からマスクを寄贈いただき、大変感謝して

います。米山奨学事業の絆が形として現れたと

思います。これからも奨学生をきちんとサポー

トしてまいります」と語ってくださいました。 

台湾学友会 関西米山学友会元会長・何玉翠さ

んが発起人となったマスクの共同購入に、日本

国内の学友個人や学友会、ロータリアンら多く

が参加しました。台湾米山学友会も会員からの

寄付でこれに出資し、購入したマスク 3 万枚を

北海道名寄市役所へ寄贈するほか、同学友会の

郭錦堂理事長が所属する台中文心ＲＣが日本の

相模原中ＲＣと豊田中ＲＣへそれぞれ 10,000

枚を寄贈予定です。 

ロータリアンからも感謝の声 全国に緊急事態

宣言が出された夜、第 2640 地区元地区米山奨

学委員長の京谷知明氏のもとへ米山学友から

「何か出来

ることはな

いか」と打

診がありま

した。マス

ク不足の現

状を伝えた

ところ、学

友有志がマスク 2,000 枚を苦心しながら調達

し、堺フェニックスＲＣへ寄贈。同クラブはそ

れを地元の高齢者福祉施設とクリニックへ、フ

ェイスガードとともに寄付しました。京谷氏は

「マスクと一緒に温かい気持ちを受け取り、ク

ラブ一同、感謝の気持ちでいっぱい」と、語っ

てくださいました。 

 在宅勤務期間延長のお知らせ 

緊急事態宣言が 5 月 31 日まで延長されたことに伴い、現在実施している事務局の 

在宅勤務を引き続き継続させていただきます。 

【実施期間】 5 月 31 日（日）まで  ※状況によって期間延長の検討をいたします。 

【期間中の問い合わせ対応】 原則として、メールにて対応をさせていただきます。詳細は当会ＨＰまで。 
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出席報告

クラブ
確定出

席率
％

ホーム
クラブ
出席率

％

会員数

2019
7/1 4 月 女性 増減

鹿
児
島
県
北
部

（
7
R
C
）

出水 — — 40 39 5 -1

阿久根 — — 50 50 10 0

川内 — — 55 60 0 5

薩摩川内 66.67 51.85 24 27 2 3

串木野 100.00 100.00 7 12 3 5

宮之城 95.00 90.00 10 10 2 0

大口 79.63 70.37 25 27 1 2

平均及び合計 85.33 78.06 211 225 23 14

鹿
児
島
県
西
部

（
5
R
C
）

伊集院 76.92 76.92 29 27 0 -2

加世田 71.11 71.11 15 15 1 0

枕崎 — — 29 24 6 -5

頴娃 62.50 62.50 17 16 0 -1

指宿 64.28 57.14 30 28 1 -2

平均及び合計 68.70 66.92 120 110 8 -10

鹿
児
島
県
中
部

（
5
R
C
）

霧島 — — 15 15 0 0

国分 42.50 40.00 40 39 3 -1

国分中央 96.30 42.59 26 27 1 1

加治木 — — 25 28 1 3

姶良 — — 16 15 0 -1

平均及び合計 69.40 41.30 122 124 5 2

鹿
児
島
県
東
部

（
8
R
C
）

志布志 — — 21 25 3 4

志布志みなと 100.00 100.00 47 45 5 -2

串良 — — 35 32 3 -3

鹿屋 — — 54 52 4 -2

鹿屋西 — — 50 44 9 -6

かのや東 — — 41 38 0 -3

きもつき — — 26 23 0 -3

南九州大崎 — — 27 29 3 2

平均及び合計 100.00 100.00 301 288 27 -13

鹿
児
島
県
市
内

（
1
1
R
C
）

鹿児島 — — 62 67 6 5

鹿児島南 47.37 47.37 39 39 6 0

鹿児島西 — — 72 69 0 -3

鹿児島東南 — — 23 21 0 -2

鹿児島中央 — — 53 57 4 4

鹿児島西南 — — 11 12 1 1

鹿児島城西 76.67 63.33 34 34 5 0

鹿児島東 52.38 47.62 21 21 3 0

鹿児島北 — — 32 31 3 -1

鹿児島サザンウ
インド 87.31 87.31 55 53 13 -2

鹿児島令和 3.22 0.00 32 31 4 -1

平均及び合計 53.39 49.13 434 435 45 1

クラブ
確定出

席率
％

ホーム
クラブ
出席率

％

会員数

2019
7/1 4 月 女性 増減

鹿
児
島
県
奄
美

（
3
R
C
）

奄美 — — 55 56 8 1

奄美中央 — — 58 56 9 -2

奄美瀬戸内 — — 15 15 0 0

平均及び合計 — — 128 127 17 -1

宮
崎
県
北
部

（
7
R
C
）

延岡 — — 78 77 8 -1

延岡東 — — 61 64 6 3

延岡中央 — — 57 53 6 -4

日向 — — 20 21 0 1

日向東 — — 27 27 2 0

日向中央 — — 8 7 1 -1

門川 71.43 71.43 8 8 0 0

平均及び合計 71.43 71.43 259 257 23 -2

宮
崎
県
中
部

（
1
0
R
C
）

宮崎 — — 101 97 6 -4

宮崎西 — — 105 104 6 -1

宮崎北 — — 82 81 10 -1

宮崎南 — — 46 49 3 3

宮崎中央 — — 55 54 6 -1

宮崎東 — — 30 28 2 -2

宮崎アカデミー 54.22 54.22 35 42 6 7

西都 — — 19 18 3 -1

佐土原 — — 26 23 2 -3

高鍋 — — 41 39 2 -2

平均及び合計 54.22 54.22 540 535 46 -5

宮
崎
県
西
部

（
8
R
C
）

えびの 92.31 92.31 15 14 3 -1

小林 80.64 77.40 30 31 3 1

小林中央 — — 11 10 0 -1

都城 84.62 65.38 54 55 10 1

都城北 72.22 55.56 41 39 3 -2

都城西 — — 39 44 5 5

都城中央 89.90 81.00 32 29 3 -3

2730 ジャパン
カレントロータ
リーＥクラブ

82.54 80.95 20 18 6 -2

平均及び合計 83.71 75.43 242 240 33 -2

宮
崎
県
南
部

（
3
R
C
）

日南 73.52 58.62 35 36 3 1

日南中央 50.00 50.00 11 13 3 2

串間 95.46 90.92 11 11 0 0

平均及び合計 72.99 66.51 57 60 6 3

第 2730 地区 出席率
ホーム
クラブ
出席率

7 月 1 日
会員数

4月末
会員数

内女性
会員数 増減

全体の平均及び
合計 — — 2,414 2,401 233 -13

4 月出席率・会員数報告
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比田勝 博文

知識拓磨

黒岩丈紀

中元徳寿

小野雄平

飯干　賢

（串木野 RC）

（伊集院 RC）

（南九州大崎 RC）

（きもつき RC）

（奄美中央 RC）

（宮崎アカデミー RC）

今村千秋

藤島博仁

内山啓介

中村浩子

宿谷大輔

大久保貞子

清水一彦

吉留マリエッタ
（国分 RC）

（志布志みなと RC）

（日向 RC）

（宮崎 RC）

（宮崎北 RC）

（佐土原 RC）

（高鍋 RC）

（串間 RC）

入退会者／物故会員・地区行事予定

2020 年 4 月入退会報告／物故会員
 ●入会者	 ご入会おめでとうございます。

 ●退会者	 おつかれさまでした。

地区研修協議会資料（冊子）訂正について

今後の主な行事予定（2019 〜 20 年度）
日　程 行　事 時　間 場　所 備　考

2
0
2
0
年

6
月

6 〜 10 土〜水 ロータリー国際大会 ハワイ ホノルル（アメリカ） 中止

7 土 ＲＡ役員研修会（引継） 加治木町さえずりの森

14 日 青少年交換報告会・壮行会 10:30 〜 14:00 メインホテル（都城市）

20 〜 21 土、日 会長エレクト研修セミナー パート2 20日� 12:30 〜 18:05
21日� 8:30 〜 11:20 都城調理師高等専修学校 中止

21 日
「クラブ活性化ワークショップ」地区会員増強・

地区公共イメージ・地区ロータリー財団（3セミ
ナー統合）

12:30 〜 15:30 メインホテル（都城市） 開催検討中

未定 地区インターアクト研修会 都城市

29 〜 30 月、火 会員基盤向上セミナー（第1・第2・第3地域） ホテルグランドパレス 中止

7
月

1 水 ガバナー・元・次期ガバナー懇談会 午後 グランドプリンスホテル高輪 中止

4 土 諮問委員会（直前ガバナー慰労会） 未定

11~12 土、日 前年度最終Ｇ補佐会議 奄美

８
月 1 〜 2 土、日 インターアクト年次大会 県立青少年センター

9
月

14 〜 15 月、火 ガバナーエレクト研修セミナー（ＧＥＴＳ） 国際文化会館（東京都）予定

16 水 2021−22年度の地区研修リーダーのためのセ
ミナー（ＤＴＳ） 国際文化会館（東京都）予定

10
月

21 水 東京ＲＣ創立100周年記念例会兼祝賀会 17:00 〜 20:00 帝国ホテル

23 〜 25 金〜日 ＲＩ第2740地区 地区大会（長崎・佐賀） 武雄文化会館 風呂井GE
参加予定

11
月

13 〜 15 金〜日 2020−2021年度　地区大会 国立大学法人鹿屋体育大学
ホテルさつき苑（鹿屋市）

24 〜 27 火〜金 第49回ロータリー研究会
24日� 9:00 〜 14:30
25、26日�9:00 〜 17:30
27日� 9:00 〜 15:00

24日　ザ・プリンスパークタワー東京　予定
25日〜 27日　ホテルオークラ東京

2
0
2
1
年

2
月 23 火 ロータリーデー実施

3
月 13 〜 14 土、日 ＲＩ第2720地区 地区大会（熊本・大分） 熊本城ホール 風呂井GE

参加予定

4
月 24 〜 25 土、日 ＲＩ第2700地区 地区大会（福岡・長崎・佐賀） 1日目：柳川

2日目：久留米シティプラザ
風呂井GE
参加予定

6
月 12 〜 16 土〜水 ロータリー国際大会 台北（台湾）

p12	 田村香代子ガバナー補佐（宮崎県西部グループ）
		  所属クラブ　	 （誤）宮崎中央ＲＣ	 （正）都城中央ＲＣ
p165	 会長・幹事名簿	 串間ＲＣ会長名	 （誤）日高健次	 （正）日髙健次
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